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研究成果の概要（和文）： 

本研究の目的は、虚弱高齢者、介護が必要な高齢者が行う他者をサポートしようとする行動が、

①介護者ならびに自分自身の心理的 well-being の向上につながるか、②具体的にどのような行

動が well-being の維持向上と関連するのか、を検討することである。要介護高齢者本人やその

家族に対するインタビューに基づく質的研究および虚弱高齢者への量的な調査研究からは、被

介護者本人が行う a.周囲の人への情緒的、手段的ポート行動の提供、b.セルフケアや家庭内で

の役割を果たすこと、などの介護者サポート行動が介護者および本人の心理的適応を促すこと

が明らかとなった。また、その関連要因として老年的超越などの個人特性が関連していること

が示唆された。 

 
 
研究成果の概要（英文）： 

The purpose of these studies are to investigate that the older care-recipients' 
supportive behaviors for care-givers improve care-givers’ and their own well-beings, 
and which sorts of supportive behaviors associate with improvement of their 
well-beings. Both qualitative studies using by interview of the care-recipients and 
givers and quantitative studies indicated that the care-recipients' supportive behaviors, 
for example emotional and instrumental supports, self-cares and playing domestic role, 
improve care-givers’ and their own well-beings. And the personal factors, for example 
gerotranscendence associated with the care-recipients' supportive behaviors and their 
well-being. 
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１．研究開始当初の背景 

現在、日本では 75 歳以上の後期高齢者や
85 歳以上の超高齢者と呼ばれる層が急増し、
平成 19 年には全人口の 1 割を占めるまでに
なった。このことは、反面、要介護高齢者の
増加を示唆している。2002 年に我々の研究
チームが行った地域在住の 85 歳以上超高齢
の調査では、調査参加者の約 4 割が要介護状
態であり、しかも、彼らの主介護者の平均年
齢は 66 歳といわゆる「老老介護」状態であ
ることが示された。高齢介護者は介護者自身
の疾病や体力の低下などから介護負担はよ
り若い介護者の場合よりも大きいことが予
想されるが、高齢介護者の負担感に関する研
究は少なく、これに影響する要因についても
不明な点が多い。 

今後も増加すると予想される高齢介護者
の負担感を低減し、在宅介護の継続を図るた
めには，物理的・身体的負担の減少が重要で
あることは言うまでもないが、介護負担感に
影響しうる要因を多方面から把握し、様々な
アプローチで負担の低減を提案していくこ
とが重要であるが、これまでの介護負担感研
究においては、提供する介護の質と量など主
介護者側の要因および、主介護者以外の者か
ら主介護者に提供される手段的・情緒的サポ
ートの性質などが主であり、介護を受ける主
体であるべき被介護者の主体的な関わりに
ついてはほとんど論じられていなかった。 

 

２．研究の目的 

 そこで、我々は主に 85 歳以上の超高齢者
層を対象として、介護場面における被介護者
側の主体的な要因が、介護者の介護負担感の
低減や被介護者自身の心理的適応の向上に
対して影響を持つかについて検討を行うこ
ととした。検討する要因としては、①Russell 

らが提唱した、主体的に介護者を保護するよ
うなサポート行動である「保護的な介護受
容：protective care-receiving」行動や、通常
の他者サポート行動、および②虚弱で介護が
必要になろうとしている超高齢者の心理的
適応に重要な役割を果たすと考えられる個
人特性的な心理的要因、特に「老年的超越: 

gerotranscendence」の検討を行うため、、質
的研究２つ、量的研究を２つ実施した。 

 

３．研究の方法 

（１）「被介護者の保護的な介護受容行動と
介護負担感の関係の質的検討」：地域在住の
要介護超高齢者 10 名(男性 2 名、女性 8 名、
平均年齢 95.2歳：範囲 88-103 歳）の介護者
10名（男性 1名、女性 9名平均年齢 64.4 歳：
範囲 58-78 歳）に対して、a.「被介護者の介
護場面における介護者サポート行動」に関す
る質問(介護を少なくする工夫、被介護者を

心身両面から支える行動、自分の死後の配
慮)、b.被介護者の障害の状態(現病、要介護
度、ADL、問題と思われる行動の有無)、c.介
護内容(普段行っている介護内容、夜間介護
の有無と内容、共同介護者、介護サービスの
利用)、d.介護者の心身状況(現病、健康感、
介護負担感)、e.介護者と被介護者の人間関
係(介護開始前、介護開始後)を半構造化面接
によって尋ねた。 
 

（２）「要介護超高齢者における「生の意味」
と心理的適応」：地域在住の要介護超高齢者 8

名(男性 4 名、女性 4 名、平均年齢 94.5 歳：
範囲 88-103 歳）に対して、面接によるイン
タビュー行った。インタビューでは、それぞ
れの高齢者が、「日常生活において、自分自
身の虚弱化やそれから生じる困難な状況を
どのように認識し、生きているのか？」とい
う点が明らかになるよう、面接を行っていっ
た。 

 

（３）「虚弱超高齢者における老年的超越と
心理的適応との関係」：小規模地域における
85 歳以上の悉皆訪問調査に参加した 155 名
（男性54名、女性101名、平均88.4歳、SD3.2

歳、範囲 85-99 歳、 参加率 46.4％）に対し
て、日本版老年的超越質問紙（増井ら、2010）、
心理的 well-being の指標として、抑うつ状態
（Geriatric Depression Scale 5 項目版）、健
康度自己評価、主観的幸福感（PGC モラー
ル・スケール日本語版）を測定した。また、
生活機能および身体機能の指標として、老研
式活動能力指標、ADL（バーセル指標を測定
した。その他、年齢、性別、同居形態、学歴、
認 知 機 能 （ Mini-Mental State 

Examination ：MMSE) 、治療中の病気の
有無、外出頻度を尋ねた。 

 

（４）「虚弱高齢者における他者サポート行
動と精神的健康との関係」70 歳から 79 歳の
地域高齢者 2210 名に郵送調査を実施した。
このうち、1,381票が回収され（回収率62.5%)、 

年齢、性別、調査票の記入者への回答の漏れ
のなかった 1253 票（男性 539 名、女性 714

名、平均年齢 74.0±2.8 歳）が有効回答とな
った（有効回答率 56.7％）。測定項目は、他
者サポート行動 10 項目（①相談にのる、②
病人を見舞う、③病人の看病をする、④家族
や友人を慰めたり励ます、⑤家族や友人の話
を積極的に聞く、⑥人の世話をする、⑦家事
や家の仕事をする、⑧奉仕活動やボランティ
ア活動をする、⑨募金や寄付をする、⑩若い
人にものを教えたり、助言をする）、現在介
護が必要か、生活機能（老研式活動能力指標）、
性別、生年月、年齢、回答者、住居状況、同
別居状況、主観的健康感、総合 ADL、慢性疾



 

 

患の既往、現在の就労、最終学歴、精神的健
康、であった。 

 

４．研究成果 
（１）「被介護者の保護的な介護受容行動と
介護負担感の関係の質的検討」 

 介護者の「被介護者の介護場面における介
護者サポート行動」に関する発言を整理した
ところ、のべ 76 発言が得られた。その内訳
は、セルフケアや不要な介護の拒否など「a.

被介護者による介護量の低減行動」に関する
発言が 30％、介護場面において介護者の感情
をよくすることや介護者の方針に従うなど
の「b.介護者を保護する行動」に関する発言
が 65％、介護者への金銭援助など「c.介護場
面以外での介護者を保護する行動」が 5％と
なった。これらの結果からは、日本の 85 歳
以上の超高齢者における介護場面において
も、Russell らの保護的な介護受容行動と同
様の行動が行われていることが明らかとな
った。また、3 つの領域のうち、「b.介護者を
保護する行動」領域が 65％で最も発言が多か
ったが、この領域の下位カテゴリーの中でも、
「介護者の感情への配慮」や「介護者の介護
方法に従う」が 7 割を占め、超高齢者の在宅
介護においては、被介護者は介護者の心理的
快適さを重視し、介護者保護行動をおこなっ
ていることが考えられた。 

 次に、被介護者の介護者サポート行動と介
護者の介護負担感の関係を検討した．まず、
10 この事例ごとに、「a.被介護者による介護
量の低減行動」、「b.介護者の保護」、「b.介護
場面以外での介護者を保護する行動」別に集
計した．また、この３つの領域別の得点を全
て加算した得点を総得点とした．その結果、
b.介護者への保護得点（r=-.78）、および総得
点（r=-.92）が高いほど、介護負担感が低く
なるということがわかった 

次に、被介護者の主観的幸福感の指標であ
る、PGC モラール尺度の得点と被介護者の
「介護者サポート行動」との関係を検討した．
サポート行動の領域ごとの得点と PGC モラ
ールスケールの総得点との相関係数を求め
たところ、自分自身の保護得点と PGC の相
関は r=.30 でやや弱い相関があり、自分自身
への保護得点の高い者は主観的幸福感が高
いことが示された．他の領域の得点とは明確
な相関は見られなかった． 

これらの結果から、日本の在宅介護場面に
おいて、被介護者の行う「介護者サポート行
動」のうち、「介護者を保護する行動」は介
護負担感の低減と関連し、「介護量の低減行
動」は被介護者自身の主観的幸福感を向上さ
せる可能性が示された。 

 

（２）「要介護超高齢者における『生の意味』
と心理的適応」 

 対象者のインタビューテキストについて
解釈的現象学の視点から質的分析を行った．
超高齢者の語りのうち、生命、生活、人生と
いう生（life）の諸側面に対する意味や価値
に焦点を当て、意味ある単位に分類した結果、
以下の４つのテーマが見出された。①「つな
がっていること」：実際に存在する人とのつ
ながりだけでなく、死者や神仏、もしくは未
来の子どもたちなど、直接触れ合うことはな
い、見えない存在とのつながりを感じている。
一見、孤独な状況に見えても、見えない存在
との「つながり」は感じている。②「変わっ
ていくことに気づくこと」：病気やけがなど
明確に意識できる出来事だけでなく、体力な
ど日々の小さな変化に気づくことによって、
これからも自分に変化が起こり続けるとわ
かっている。そして、死がこの変化の延長線
上にあるとの認識があった。③「変わらない
ことを見いだすこと」：現在、徐々に体が変
化しても、変わらず存続していく自己の存在
にも気が付いている。これは、絶対的な評価
でも、相対的な評価でもなく認識の仕方であ
ると考えられた。④「自分だけにできること
をみつけること」：身体機能の低下や移動制
限といった制約の中で、自分にだけにできる
ことを自由に見つけていた。傍から見ると、
逆効果だと思われる行動であっても、それが
楽しみだと語られていた。そして、この楽し
みの発見は自分ならではの「創造性」である
と認識されていた。 

これらの介護が必要な超高齢者の発言か
らは、生の有限性（変わっていくこと）と無
限性（変わらないこと）を同時に感受する、
また、自分だけの世界（自分にだけできるこ
と）と過去や未来の他者と繋がった世界（つ
ながっていること）を同時に感受している、
といった矛盾するものを包含した世界観を
持つことが、彼らの心理的な適応を支えてい
ることが考えられた。そして、このような境
地は、Tornstam が提唱した老年的超越と類
似していると考えられた。 

 

（３）「虚弱超高齢者における老年的超越と
心理的適応との関係」：まず、虚弱であるが
心理的適応のよい集団を抽出するために、生
活機能と心理的適応の状態により、対象者を
分類した。分類のための変数として、老年式
活動能力指標、抑うつ状態、健康度自己評価、
PGC モラールスケールについて欠損のない
149 名（男性 51 名、女性 98 名）を SPSS の
大規模集団のクラスター分析により分類を
行った。クラスター数を 3 とした時、クラス
ター1(34 名 )は生活機能が低いが心理的
well-being 指標が全般的に高いグループとな
った。クラスター2（31 名）は生活機能も心
理的 well-being も全般的に低いグループで
あった。クラスター3（84 名）は生活機能と



 

 

心理的 well-being が共に高いことが示され
た。そこで、生活機能が低い２つのグループ
について、この２つのグループで有意差があ
った年齢、外出回数、独居率、ADL を調整し
て、日本版老年的超越質問紙の８つの下位尺
度得点を比較した。その結果、生活機能は低
いが well-being の高いグループは、生活機能
も well-being も低いグループよりも、内向性
（ひとりでいることのよい面を認識してい
ること）、社会的自己からの解放（過去の自
分にとらわれない、見栄を張らない）、無為
自然（あるがままを受け入れる。無理しない、
頑張らない）の得点が高く、宗教的もしくは
スピリチュアルな態度（超自然的な存在など
を信じるようになる）の得点が低かった。 

これらの結果から、生活機能が低下し虚弱
な高齢者の心理的適応と老年的超越の要因
が関連することが示され、研究２の質的研究
で示された虚弱超高齢者の認識や世界観は
Tornstam の老年的超越と近しいという考察
を支持するものであった。 

 

（４）「虚弱高齢者における他者サポート行
動と精神的健康との関係」 

 有効回答者 1253 名のうち、介護が必要で
あると回答した 81 名（男性 38 名、女性 43
名）について、精神的健康（得点範囲 0-2）
と 10 のサポート提供行動（有無）との関係
について、χ2検定により単相関を検討した。
その結果「②病人を見舞う」(p=.01)、「④家
族や友人を慰めたり励ます」(p=.07)、「⑤家
族や友人の話を積極的に聞く」(p=.02)、「⑦
家事や家の仕事をする」（p=.06）、「⑨募金や
寄付をする」（p=.07）、「⑩若い人にものを教
えたり、助言をする」（p=.08）の項目におい
て有意水準 10％以上で関連がみられた。 
 次に、単相関で有意であった 6つのサポー
ト行動について、従属変数を精神的健康、独
立変数に各サポート行動の有無、そして調整
変数に年齢、性別、学歴、同居者の有無、IADL
レベルまでの移動能力を一括投入した回帰
分析を行った。その結果、これらの年齢、性
別、移動能力などを調整しても、「②病人を
見舞う」(β=.30 p=.02)、「⑤家族や友人の
話を積極的に聞く」(β=.23 p=.07)、「⑦家
事や家の仕事をする」（β=.32 p=.02）、「⑨
募金や寄付をする」（β=.22 p=.07）、「⑩若
い人にものを教えたり、助言をする」（β=.19 
p=.09）の各変数は独立して精神的健康に対
して正の関連を持つことが示された。 
 一方、介護が必要のない 1060 名に対して
同様の分析を行ったところ、「②病人を見舞
う」(β=.17 p=.00)、「⑤家族や友人の話を
積極的に聞く」(β=.05 p=.08)、「⑦家事や
家の仕事をする」（β=.08 p=.01）、「⑨募金
や寄付をする」（β=.05 p=.12）、「⑩若い人
にものを教えたり、助言をする」（β=.13 

p=.00）と、介護が必要な者の場合よりも、
これらの他者サポート行動が精神的健康と
関連する強さが弱いことが示された。 
 これらの結果から、介護が必要な虚弱高齢
者においては、健康な人の場合よりも、身近
な人へのサポート行動が精神的健康の維持
に大きな役割を果たすことが示された。 
 
（５）結論 
 本研究では、主に介護が必要な 85 歳以上
の超高齢者において、彼らが主体的に行う介
護者および他者をサポートする行動を行う
ことが、介護者の負担感の低減および被介護
者自身の well-being の維持向上に関連する
かを質的研究および量的研究の両者を用い
て検討した。その結果、在宅の要介護超高齢
者においても Russell らが提唱した「保護的
な介護受容」と同様の介護者サポート行動を
行っており、その質と量が介護者負担感の低
さと強い関連を持っていることが示された。 

一方、被介護者が行う介護者サポート行動
やセルフケアは被介護者自身の well-being

と関連していることが示された。また、虚弱
もしくは要介護高齢者の well-being や精神
的健康には、本人が自らの変化を受容しつつ
も、その中で自分のできることを見出し、自
分のできる範囲で周囲をサポートし、つなが
ろうとする老年的超越の特性や他者サポー
ト行動が強く関連していることが示された。 
 これらの知見は、被介護者の主体的行動が
介護場面全体の well-being につながること
を示すものであると言える。しかしながら、
本研究はすべて横断デザインで実施されて
おり、今後は縦断デザインなどを用いて因果
関係について検討する必要があるだろう。 
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